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全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。
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声
を
荒
げ
る
政
府
・
与
党
幹

部
。
お
か
し
な
こ
と
に
、

「
本
府
省
手
当
」
新
設
に
は

ク
レ
ー
ム
を
つ
け
た
と
の
話

は
聞
か
な
い
▼
現
行
下
で

も
、
地
方
出
先
機
関
に
比
べ

本
省
に
は「
職
務
の
困
難
性
」

等
に
応
じ
た
上
位
の
級
別
定

数
が
多
く
配
分
さ
れ
て
お

り
、
屋
上
屋
を
重
ね
て
優
遇

す
る
こ
と
に
な
る
▼
本
府
省

の
働
き
方
の
見
直
し
、
サ
ー

ビ
ス
残
業
根
絶
が
迫
ら
れ
る

中
、
現
状
を
取
り
つ
く
ろ
う

「
お
手
盛
り
」
と
の
批
判
は

的
を
射
て
い
る
▼
キ
ャ
リ
ア

や
本
府
省
を
聖
域
に
し
、
バ

ッ
シ
ン
グ
の
矛
先
を
第
一
線

で
働
く
公
務
員
に
向
け
る
構

図
は
一
層
鮮
明
に
。
人
勧
制

度
へ
の
不
当
な
政
治
介
入
を

は
ね
返
す
た
め
に
も
、
怒
り

を
込
め
た
投
票
行
動
が
求
め

ら
れ
る
。

人
勧
尊
重
の

基
本
姿
勢
を

投
げ
す
て
、

「
15
分
時
短

は
事
実
上
の

賃
上
げ
」
と

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎
　

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
黒
１
、
３
が
白
の

弱
点
を
つ
く
好
手
段
で
す
。

（
８
分
で
二
、
三
段
以
上
）

平
成
21
年
度

庁
概
算
要
求

KSKとe -Taxが突出
職場環境に光あたらず

概
算
要
求
の
概
要
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
定
員
は
「
合

理
化
目
標
数
等
」
を
差
し
引

い
た
34
人
の
純
増
要
求
に
と

ど
ま
り
（
表
１
）、
署
段
階

の
機
構
も
特
別
国
税
徴
収
・

調
査
官
や
審
理
・
評
価
専
門

官
の
増
設
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
一
元
化
の
た
め

統
括
国
税
徴
収
官
の
増
設
を

要
求
し
て
い
ま
す
（
す
べ
て

統
括
国
税
調
査
官
か
ら
の
振

替
）。経費

関
係
は
前
年
度
比
で

総
額
32
億
円
増
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
表
２
の
と
お
り
、

職
員
に
直
接
影
響
す
る
「
職

場
環
境
整
備
費
」「
庁
局
署

一
般
経
費
」
は
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
内
容

は
、
施
設
整
備
16
億
円
、
通

信
15
億
円
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
９
億
円
、
国
内
調
査
旅

費
４
億
円
が
減
、
ア
ル
バ
イ

ト
賃
金
だ
け
が
２
億
円
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｋ
Ｓ
Ｋ
と
ｅ
‐
T
a
x
関

係
が
そ
れ
ぞ
れ
33
億
円
、
24

億
円
増
と
突
出
し
て
い
ま

す
。こ

の
概
算
要
求
で
は
、
大

小
様
々
な
職
場
要
求
に
光
は

あ
た
り
ま
せ
ん
。

表２

表１

９月５日午後、全国税本部の電話が鳴った。
「匿名でも話を聞いてもらえますか」と尋

ねた相手は、ことし国専採用試験を受けた青
年だった。
「どんなことですか」と聞くと、「説明会で

話されたことと、職場見学時に『先輩』から
聞いたことに違いがあり、不明な点を聞きた
いのですが」と切りだす。聞くと、不明点は
六つに上った。
業務は苛酷なのですか、メンタルヘルス制

度はどうなっています、パワハラはあるので
すか、残業はどの位ですか、会計士試験を受
けたいのですが定刻に帰れますか、やりがい
のある仕事ですか…。
応対した山本書記長は数十分間かけて答え、

最後に、やりがいの持てる仕事だと話した。
青年は、「暗かった気持ちが、少し明るくな

りました」と語って電話を切った。
「先輩」から話を聞き、青年には税務署っ

て変！？と感じる様子が伺えた。

配属されて間もない国専38期のみなさん、
税務署って想像通りでした！？　それとも変！？

税務署って想像通り！？
それとも変！？ですか

「国民が主人公」の政治に転換を
総
理
の
職
を
二
代
続
け
て

投
げ
出
し
た
の
は
前
代
未
聞

の
こ
と
、
自
民
・
公
明
の
政

治
は
、
ま
さ
に
「
立
ち
往
生
」

し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
は
「
う
ば
捨

て
」、
若
者
は
使
い
捨
て
、

地
方
は
切
り
捨
て
、
そ
し
て

政
権
投
げ
捨
て
に
反
省
も
な

く
、
ま
た
、
国
民
の
「
食
」

へ
の
新
た
な
不
安
に
有
効
な

手
も
打
た
ず
、
総
裁
選
び
の

騒
動
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
国
会
も
閣
議

も
止
ま
り
、
人
事
院
勧
告
の

取
り
扱
い
も
宙
に
浮
い
た
ま

ま
で
す
。

いい
まま
ここ
そそ
国国
民民
要要
求求
がが
実実
現現
すす
るる
政政
治治
をを

無
責
任
き
わ
ま
り
な
い
政
権
二
代
「
投
げ
捨
て
」

派
兵
に
し
が
み
つ
い
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
実
態
は
、
戦
争
で

は
テ
ロ
は
な
く
せ
な
い
こ
と

を
実
証
し
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
点
で
行
き
づ

ま
っ
た
の
で
す
か
ら
、
そ
の

大
も
と
か
ら
変
え
る
改
革
が

必
要
で
す
。
こ
れ
が
今
、
一

番
問
わ
れ
る
こ
と
で
す
。

国
民
の
声
が
社
会
と
政
治

を
動
か
し
て
い
ま
す
。

近
づ
く
解
散
・
総
選
挙

で
、「
財
界
中
心
・
ア
メ
リ

カ
言
い
な
り
」
か
ら
「
国
民

が
主
人
公
」
の
政
治
に
転
換

す
る
た
め
に
奮
闘
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
が
率
い
る
「
テ
ロ

と
の
た
た
か
い
」
に
、
憲
法

を
踏
み
に
じ
り
自
衛
隊
海
外

自
公
政
治
は
、「
構
造
改

革
」
の
か
け
声
で
大
企
業
の

儲
け
だ
け
を
応
援
し
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
痛
め
つ
け
て

き
ま
し
た
。

リ
ス
ト
ラ
が
は
び
こ
り
、

パ
ー
ト
や
派
遣
ば
か
り
が
増

や
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
保
障

の
切
り
捨
て
や
増
税
で
、
小

泉
内
閣
以
降
、
13
兆
円
も
の

負
担
増
で
す
。
一
方
で
、
こ

の
10
年
余
り
で
大
企
業
・
高

額
所
得
者
に
は
７
兆
円
の
減

税
で
す
。
貧
困
と
格
差
を
広

げ
て
き
た
政
治
は
や
め
さ
せ

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

外
交
で
も
、
自
公
政
治
は

「
国
土
交
通
省
等
に
よ
る

官
庁
営
繕
費
等
予
算
概
算
要

求
（
国
税
庁
分
）」
に
つ
い

て
の
概
要
説
明
が
あ
り
、
税

務
署
庁
舎
等
に
つ
い
て
、
新

規
事
案
22
件
・
継
続
事
案
12

件
の
整
備
経
費
が
盛
り
込
ま

れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

前
々
年
度
ま
で
１
〜
２
件

程
度
だ
っ
た
新
規
事
案
を
、

昨
年
度
は
11
件
に
増
や
し
、

今
年
度
は
倍
加
す
る
概
算
要

求
を
行
っ
た
こ
と
は
一
定
評

価
で
き
ま
す
。

老
朽
・
狭
隘
庁
舎
等
の
抜

本
改
善
を
求
め
る
各
職
場
の

切
実
な
声
に
応
え
る
た
め
に

は
、
庁
舎
新
営
を
一
層
加
速

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
庁
舎
を
対
象
に
、
い
つ

ま
で
に
新
築
・
増
築
す
る
の

か
、
新
長
官
に
明
確
な
回
答

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

概
算
要
求
に
盛
り
込
ま
れ

た
「
庁
舎
新
営
（
新
規
）
署
」

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
会
計
・
官
庁
営
繕
費

〈
関
信
局
〉
栃
木

◇
特
別
会
計
・
特
定
国
有
財

産
整
備
費
〈
札
幌
局
〉
八
雲
、

帯
広
、
〈
関
信
局
〉
前
橋

〈
東
京
局
〉
品
川
、
四
谷
、

新
宿
、
世
田
谷
、
杉
並
、
荻

窪
、
豊
島
、
王
子
、
横
浜
中
、

横
須
賀
〈
大
阪
局
〉
中
京
、

堺
、
和
歌
山
〈
広
島
局
〉
呉
　

老朽・狭隘庁舎
改善へ一歩前進
新営は倍加の22事案要求

朗
　
報

おめでとう「全国税北海道」1000号発行

北
海
道
地
連
は
９
月
６
日

通
算
１
０
０
０
号
を
達
成
し

た
機
関
紙『
全
国
税
北
海
道
』

の
「
記
念
の
つ
ど
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

「
つ
ど
い
」
に
は
組
合
員

や
Ｏ
Ｂ
組
合
員
な
ど
33
名
が

駆
け
つ
け
、
お
よ
そ
半
世
紀

に
わ
た
り
引
継
が
れ
て
き
た

た
た
か
い
の
記
録
に
思
い
を

は
せ
、
１
０
０
０
号
の
記
念

を
喜
び
あ
い
ま
し
た
。

『
全
国
税
北
海
道
』
は
、

職
場
の
仲
間
に
依
拠
し
、
一

貫
し
て
人
間
の
尊
厳
と
労
働

者
の
権
利
と
生
活
を
守
る
た

め
の
機
関
紙
づ
く
り
を
お
こ

な
っ
て
き
ま
し
た
。
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な
い
。
特
官
は
元
よ
り
、

上
席
も
一
向
に
調
査
に
行

く
気
配
な
し
。
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
と
、
周
り
の
職

員
は
注
目
し
て
い
る
。

七
人
が
退
職

【
北
海
道
・
旭
川
東
】

と
あ
る
某
署
で
こ
の
一

年
間
に
現
実
に
起
き
た
出

来
事
で
す
。
し
か
も
、
そ

の
署
は
職
員
総
数
90
人
の

中
規
模
署
。
そ
こ
で
異
常

な
割
合
で
退
職
者
が
続
出

こ
ん
な
人
事
は
失
敗

【
北
海
道
地
連
】

新
人
事
評
価
制
度
導
入

は
統
括
官
ク
ラ
ス
の
管
理

職
の
心
理
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
よ
う
で

す
。「
統
括
官
は
い
や
だ
」

と
言
う
声
が
公
然
と
上
が

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、「
も
う
い

い
」
の
声
も
。「
特
昇
し

て
も
給
料
は
増
え
な
い
。

お
ま
け
に
単
身
。
広
域
で

調
査
に
走
り
回
り
…
も
う

い
い
」
と
閉
塞
感
が
職
場

に
広
が
る
の
は
当
然
の
帰

結
で
す
。
…
…
第
一
線
で

長
年
職
務
に
精
勤
し
た
管

理
職
層
に
「
も
う
い
い
」

と
言
わ
せ
る
人
事
は
失
敗

で
す
。

逃
れ
た
い
、憂
鬱
な
職
場

【
東
京
・
玉
川
分
会
】

さ
ま
ざ
ま
な
管
理
強
化

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
新

評
価
制
度
で
管
理
職
は
期

間
中
、
部
下
の
動
き
を
メ

モ
さ
せ
ら
れ
る
。
評
価
の

際
に
役
立
つ
と
い
う
理
由

だ
が
、
監
視
社
会
化
す
る

の
で
は
と
懸
念
す
る
。
…

ア
ル
コ
ー
ル
マ
ナ
ー
ア
ン

ケ
ー
ト
の
内
容
に
は
賛
成

の
職
員
も
多
い
が
、
ど
う

使
わ
れ
る
か
は
示
さ
れ
な

い
ま
ま
。
酒
の
呑
み
方
ま

で
監
視
し
あ
う
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
。

労
働
強
化
と
管
理
強
化

で
互
い
を
監
視
し
あ
う
職

場
。
そ
の
一
方
で
福
利
厚

生
費
が
削
ら
れ
る
。
憂
鬱

な
日
々
が
続
き
、
逃
れ
た

い
と
い
う
職
員
が
増
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
誰
も

出
な
く
な
っ
た

【
近
畿
地
連
】

二
人
の
特
官
は
、
こ
こ

10
数
年
も
調
査
の
経
験
な

し
。
特
官
付
の
上
席
は
調

査
の
大
ベ
テ
ラ
ン
で
特
官

よ
り
も
年
長
者
。
当
然
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
上
が
ら

〈
解
答
〉
黒
１
か
ら
３
と
打
つ

の
が
好
手
段
。
白
４
に
黒
５
、

７
で
白
死
で
す
。
黒
１
で
３
は

白
１
黒
７
白
６
で
白
生
き
。
ま

た
黒
３
で
６
は
白
５
黒
４
白
３

で
追
い
落
と
し
で
す
。

し
た
の
で
す
。

こ
れ
は
、
た
ま
た
ま
偶

然
の
所
産
で
片
付
け
ら
れ

る
よ
う
な
状
況
で
し
ょ
う

か
。急

速
に
進
む
職
場
の
閉

塞
感
は
、
労
働
環
境
を
悪

化
さ
せ
人
間
関
係
も
ギ
ス

ギ
ス
さ
せ
ま
す
。

「
ゆ
と
り
」
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

署
長
は
い
い
な
！

【
近
畿
・
南
大
阪
支
部
】

先
の
配
転
、
地
域
手
当

６
％
の
我
署
で
は
二
年
目

で
の
転
勤
が
署
長
と
副
署

長
。
一
年
で
の
転
勤
が
二

人
の
連
調
官
。
残
り
は
三

年
目
に
大
き
な
収
入
減
を

経
験
し
て
の
転
勤
だ
。
み

ん
な
二
年
で
転
勤
し
た
い

の
に
（
そ
れ
で
も
損
は
あ

る
が
）
部
下
を
置
い
て
き

ぼ
り
に
し
て
自
分
だ
け
転

勤
で
す
か
？

や
っ
ぱ

り
、
末
は
署
長
！
か
副
署

長
！
に
な
ら
な
く
ち
ゃ
。

第66回定
期大会の会
期中、国公
一般で活躍
された浅尾
大輔さんか
ら、「ロス
トジェネレ
ーションと

労働組合」と題して話を聞きました。以下、その要旨です。
▽「さまよう世代（25～35歳）」は、成果主義に追われ…
気がつけばウツ、無職でも働いても…何も残らない。
▽年収200万円未満の労働者が2000万人に迫る中、生存の
破壊、誇りの破壊、未来の破壊が進んでいる。泥沼状況に
あるフリーターは、自らの権利を守り始めようと青年ユニ
オンを立ち上げた。
▽小説『蟹工船』から可能性を読み取り、共感を寄せてい
る。初めてストライキを決行する際の一節、《「んで、皆
勢揃いしたところで、畜生らにねじ込もうッていうんだ。」
「やれ、やれ！」「やれやれじゃねぇ。やろう、やろうだ。」
…「んか、んか、これァ悪かつた。やろうやろう！」火夫
が石炭の灰で白くなっている頭をかいた。… 皆笑っ
た。》
▽社会変革のテコとして、ユニオンは工夫をし、さまざま
なフォーメーションの運動体に発展している。新しい運動
には、「ユニオンはブルーシート」「毛布のような労働組合」
「反貧困」「生きさせろ！」等の新しい言葉が宿っている。
焦点はプライドと労働時間をめぐる闘争になる。
▽公務の場における個人加盟の労働組合を視野に、可能性
を探求することが求められる。
「柔よく剛を制す」―穏やかに、柔軟に、事実と論理で

納得を得る。ネットをフル活用し、全ての情報公開・共有
する（部外者に組合情報は漏らさない）。組合員なら誰で
も参加できる執行委員会等。
浅尾さんの問題提起を含めた「話し」は、新たな労働組
合運動を探求していく上で大変参考になり、インパクトの
ある内容でした。

（注）「国家公務員一般労働組合」（略称：国公一般）は、
全国の国家機関（公務職場や外郭団体）で働く人なら誰で
も入れる組合です。ハロ―ワークや社保庁、税務署の非常
勤職員も一人でも入れます。
今、力を入れている課題は、非常勤職員の均等待遇を実

現することです。「困ったことがあれば、気軽に労働相談
下さい」と呼びかけています。
電話 03-3502-6363 Fax 03-3502-6362
〈mail〉 soudan@kokko.or.jp

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

話
題
に
な
っ
た
大
阪
局
の
積
極
性

女
性
部
は
、
８
月
30
、
31
日
、「
第
49
回
全
国
女
性

代
表
者
会
議
」
を
大
阪
市
内
で
開
催
し
、
職
場
の
女
性

の
状
況
等
を
交
流
し
ま
し
た
。
交
流
の
場
で
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
は
以
下
（
要
約
）
の
通
り
で
す
。

期
直
後
の
４
月
に
、
果
た
し

て
管
理
部
門
の
職
員
が
き
ち

ん
と
研
修
が
受
け
ら
れ
る
の

か
な
ど
、
疑
問
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

人
減
ら
し
・
「
合
理
化
」

目
的
で
あ
る
限
り
、
一
元
化

は
職
員
に
多
大
な
犠
牲
を
強

い
、
職
場
に
混
乱
を
持
ち
込

む
こ
と
は
必
至
と
の
問
題
意

識
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

15
分
の
時
間
短
縮
を
職
員

個
々
の
要
望
に
合
っ
た
形
で

実
施
さ
せ
る
問
題
や
、
e
‐

T
a
x
普
及
の
た
め
の
ノ
ル

マ
主
義
的
な
仕
事
の
や
ら
せ

方
、
さ
ら
に
、
新
た
な
人
事

評
価
制
度
の
リ
ハ
ー
サ
ル
試

行
の
問
題
点
を
ど
う
検
証
し

て
い
く
か
な
ど
、
問
題
は
山

積
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
一
同
、「
職
場
の

女
性
た
ち
と
一
緒
に
、
健
康

で
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
職
場
を
め
ざ
そ
う
」
と
確

認
し
、
散
会
し
ま
し
た
。

休
取
得
率
を
上
げ
よ
う
と
各

署
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
た
ち
上
げ
、
子
育
て
支
援

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
設
置
す
る

な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

各
局
の
状
況
を
適
宜
把
握

し
、
交
流
し
な
が
ら
取
得
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
全
国

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

来
年
か
ら
始
ま
る
内
部
事

い
は
実
現
し
て

い
ま
せ
ん
。

そ
の
反
面
、

署
長
へ
の
登
用

な
ど
「
目
玉
的

発
令
」、
女
性

職
員
の
中
で
も

若
手
抜
擢
を
強

め
る
発
令
が
目

立
ち
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
女

性
の
登
用
拡
大

計
画
を
意
識
し

た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
私

た
ち
が
要
求
し

て
い
る
女
性
の

処
遇
底
上
げ
と

い
う
願
い
と
か
け
離
れ
た
も

の
で
す
。

平
成
17
年
に
始
ま
っ
た
国

税
庁
特
定
事
業
主
行
動
計
画

は
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

を
更
に
推
進
す
る
観
点
か
ら

見
直
し
が
行
な
わ
れ
、
20
年

４
月
か
ら
「
安
心
子
育
て
応

援
プ
ラ
ン
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
―
―
「
結
婚→

出
産→

育

児
休
業→

職
場
復
帰→

子
育

て
期
間
」
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
全
般
を
通
じ
た
支
援
策
が

打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
取
り
組
み

状
況
は
、
局
に
よ
っ
て
開
き

や
温
度
差
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

大
阪
局
で
は
、
男
性
の
育

年
次
採
用
女
性
職
員
の
６

級
ポ
ス
ト
昇
任
発
令
は
い
ぜ

ん
と
し
て
少
な
く
、「
定
年

退
職
ま
で
に
６
級
を
」
の
願

務
一
元
化
で
、
職
員
一
人
一

人
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

か
か
わ
っ
て
い
く
の
か
不
透

明
な
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
試
行
署
で
は
人
的

に
も
質
的
に
も
厳
し
い
状
況

で
運
営
さ
れ
て
い
る
実
態
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
例

え
ば
忙
し
い
時
は
仕
事
の
分

担
や
人
の
や
り
く
り
で
課
税

内
部
と
の
間
に
軋
轢
が
出
て

い
る
な
ど
、
リ
ア
ル
な
様
子

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

非
試
行
署
で
は
一
元
化
研

修
が
始
ま
り
ま
す
が
、
確
申

処
遇
底
上
げ
と
無
縁
の
人
事
に
は
ガ
ッ
カ
リ

「
安
心
子
育
て
応
援
プ
ラ

ン
」
の
取
り
組
み
検
証

職
員
犠
牲
、
人
減
ら
し

目
的
の
一
元
化
に
不
安
増

地
域
の
実
情
、職
員
個
々
の

要
望
に
合
う
時
短
を

拙
速
な
一
元
化
で
数
年
後
に
問

題
噴
出
―
―
「
社
保
庁
の
二
の

舞
に
」
と
語
る
参
加
者

４
人
の
子
育
て
中
の
男
性

を
他
局
配
転
―
―
単
身
赴
任

を
強
要
す
る
当
局
に
「
安

心
子
育
て
応
援
」
を
口
に

す
る
資
格
な
し

「なにわの川探検クルーズ」では、大阪の夜景を船上から眺め、
おおいに盛り上がった参加者たち。

公務でも個人加盟の労働組合
を視野に、可能性の探求を

国公一般で活躍した浅尾さん、熱く語る


